
DV-225N
DV-225S
DV-270











（本体への表示内容）

※経年劣化により危害の発生が高まるおそれがある

ことを注意喚起するために電気用品安全法で義務

付けられた右の内容の表示を本体に行っています。

（設計上の標準使用期間とは）

※運転時間や温湿度など標準的な使用条件に基づく

経年劣化に対して製造した年から安全上支障なく

使用することが出来る標準的な期間です。

※設計上の標準使用期間は、無償保証期間とは異な

ります。また偶発的な故障を保証するものではあ

りません。

●「経年劣化とは」

　長期間にわたる使用や放置に伴い生ずる劣化をい

います。

長期使用製品安全表示制度に基づく本体表示について

電圧

周波数

温度

湿度

設置条件

1年の使用時間

取扱説明書による

取扱説明書による

環境条件

負荷条件

想定時間

■標準使用条件 日本工業規格　JIS C 9921-2による

本体表示例

【製造年】本体に西暦４桁で記載
【設計上の標準使用期間】10年
設計上の標準使用期間を超えて使用されますと
経年劣化による発火、けが等の事故に至る恐れ
があります。

【設計上の標準使用期間】は「保証期間」とは異なります。

単相100V

50Hz及び/又は60Hz

20℃

65％

標準設置

定格負荷（換気扇）

換気時間
台所　  2,410時間/年
居室　  2,193時間/年
トイレ　 2,614時間/年

注記　表の温度20℃・湿度65％は、JIS C9603の試験状態を参考としている。

●この製品は、常時換気（24時間連続換気）対応ではありません。
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